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実証実験の内容（概要）



実証実験の内容
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◆実験名称◆

くまもと古町実証実験＜五感散歩2023秋＞ ロジ万博

◆実施体制◆

４者共催：熊本市、一般社団法人KIMOIRIDON、熊本大学田中智之研究室、独立行政法人都市再生機構九州支社

１．実証実験実施の意義

熊本市では、歴史的建造物が点在する景観を活かしつつ、新しい形でまちを持続的に発展させていくため、一町一寺の路
地・寺社跡・町屋跡等の低未利用地のあり方を検討しているところ。

古町におけるより豊かな暮らしの実現を目指し、低未利用地の増加に対する解決策の模索、ウォーカブルなまちづくりに向
けた取組みの一環として、古町独自の「賑わいのあり方」を見出し確認するために社会実験として実施。

２．今回実験の目的

目的：「考える」

昨年11月に実施した「ロジを楽しむ・使う」実証実験に続く、第３弾である今回の実験は、前回の課題を踏まえ「ロジを楽し
む・使う」を継続しながら古町を「考える」ことを目的として、まちづくりへの関心を高める内容を提案・実践。
「ロジ万博」と題し、これからの古町を考えるきっかけとして、ロジ・水辺・空き家・空き地の活用などの観点からまちづくりを
提案するパビリオンを設置。その効果を検証する。加えて、「子どもの遊び場」の提供や、継続的な取組に資するため、コンテン
ツを提供するプレイヤーの発掘・仕組みの検証を地域店舗と協力し実施。地元機運の醸成や地権者協力意向の醸成を図る。



実証実験の内容
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実証実験の内容
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当日の様子



当日の様子

ロジ万博全体の様子

（撮影：新潮社 菅野健児）
いつもは入れないロジを地域に開放

教育学部による

子どもの遊び場パビリオン

研究室などによる

まちづくり提案パビリオン

雨上がりの肌寒い天気のなか、

約130名の方が来場

近隣の方にご協力をいただいた

地元店舗パビリオン
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結果の概要



結果の概要

○パンフレット配布数（≒来場者数）：11９※1

○アンケート回収数：66

○参画希望者数：４※2

○まちづくりパビリオンでの来場者意見回収数：田中研25、星野研7、本間研６ ※3

○出店料（売り上げの1％）：527円※4

※１ 来場者１名につき１枚を配布。ただし、配布できなかった方もいるため、概数として約130名の来場者。

※2 アンケートの「今後取組みに参加されたい方」に記入いただいた人数。

※3 来場者からのご意見を付箋等に記入。本間研は10名の方にヒアリングも実施。

※4 全店舗の合計金額。
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アンケート調査



アンケート調査
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【アンケート調査目的】
・ロジ万博の目的である「まちについて考える」契機となったかの検証及び併せて確認できる事項につい
て調査、分析を行い、今後の検討・実験に活用する。

【調査方法】
・中唐人町側の入口及び魚屋町町側の入口で入場者に対しアンケートを配布
・パンフレットは（子ども含め）入場者全員に配布

（受け取らない方がいる場合は記録用にパンフレットを使用済としてカウント）
・アンケートは、各自現地にて記入いただき、インフォメーションにて回収

【アンケートの検証内容】
・ロジ万博がまちについて考える契機になったか
・居心地良い仕掛けはなにか
・運営課題の抽出

【その他検証内容】
・来場者数集計
・まちづくり提案パビリオンでの来場者ヒアリング

アンケート配布セット



アンケート調査票
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来場者アンケートまとめ

R4.11 R4.11

R4.11

※データラベル：項目名, 回答数, 回答割合 14



来場者アンケートまとめ

Q3 特によかったこと ()内は件数

区分 記述内容

子どもの遊び場
(22)

子どもが楽しめた（4）

子どもの遊べる空間がある（7）

子どもがたくさんいた

工作、ものづくり（4）

ゲーム(2)

ブロックで遊べた(2)

リースづくりワークショップ(2)

まちづくり提案
パビリオン

(20)

研究室による展示(7)

まちづくりの現状を知れたこと

いろいろな問題提起

街作りについて考える機会になった

大学生が詳しく調べている展示が見られて勉強に
なりました

近くに住んでても知らない事は多々あるなぁ…

学生の発表

各研究室のとり組みを学生が説明してくれたこと

大学生ががんばっていたこと

学生も含め皆でまちを盛り上げていた

田中研究室

水辺の町づくりに関して詳しく説明していただい
たこと

パビリオン④（本間研/スポ研）がよかった！

タナパーの田中先生にお会いできたこと

その他
(12)

人工芝生があったこと

蚤の市、万博

肌年齢とかするやつ

ロジの中を通り抜けられたこと

古いものを現代に引き継いでいる

すべて

やり方を分かりやすく教えてくれたこと

ゆったりと会話

たくさんのコーナーがあったこと

古町にあそびに来るきっかけになった

チェックリスト

とり組みがある。若手がやっているからよい
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来場者アンケートまとめ

Q4 これからの古町について考えてみようと思ったこと ()内は件数

区分 記述内容

空き地活用
(7)

古い所も残して空地を活用してほしい

空き地の活用は良いと思う

スポンジ化やマンションの乱立を野放しにするには
もったいないまちだと感じたから

空スペース活用の手段として効果的

半分もたてものがへっているのショック

スポンジ化問題を可視化されていたので改めて驚い
た。

空き家率にビックリ

ロジ活用
(5)

ロジの活用 使いつづける

”ロジの活用”という視点が良いと思う

ロジをもっと知ってもらう

ロジの使い方でまちの魅力が上がる

ロジを活用を作ってほしい

まちの活性化
(8)

もっと活性化していきたいと思った

人が集まると楽しいから

もっと古町、もりあげる

しろう！！古まちもりあげよー！！

まちが豊かになってテレビきてほしい

楽しい町にして人が五福に来てほしい

発展してほしいと思いました

五福小で考えているけど、もっと人をふやしたいと
思った

まちへの興味
(3)

まちづくりに興味が湧いた

今日楽しかったから興味がわいた

古町の存在を知るきっかけとなったから

町並みを
残したい

(7)

すてきなまちなみを残して下さい

古い建物がかっこよかったから

古町のまちなみを残していきたいと思った(4)

古いまちなみが消えてしまうのはさみしいと思ってい
たので、素敵な取組みだと思いました

良いものを
大事にしたい

(5)

古町は貴重なので残していきたい

空き地は、空き地としてあってもいい（所により）熊本
市内の古町はぜひいいところはそのままに！！

五福校区に興味を持ってほしい。古いものを大切に

よいものは古くても残していきたい

一町一寺という歴史を生かしながらのまちづくりが
面白そうと思いました

その他
(12)

環境を活かしたまちづくりがすてきでした

熊本におさまらない可能性を感じたからです

白川と坪井川に挟まれた地区の異常気象による災害
の対策の方向性

リノベして生まれ変わると需要も生まれる

展示をみて、立地がいいのに活かせてなくてちょっと
もったいないと思ったので

特色のある町にしたいと思った。マンションと駐車場
だらけなので居心地が良くない

個性があり中心に近いことを活かして住みよい場に
したい

古町について日々考えています

1ヶ月くらいずっと考えてます。どうやったらいい街
になりますか…

タテ（研究室）のみでなく他研究室の連携

コンクリートの多い環境の中で、子どもや大人が互い
に集い、農園遊び場などで楽しめる場所がほしいです

祖父母宅の古民家リノベーションを考えているので実
現したいです
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その他・自由記述 ()内は件数

区分 記述内容

継続希望、応援
(2)

今後も頑張って下さい！

せっかく若者が集まるなら頻度を増やしてほしい！

ポジティブ
(5)

座れる処があることはいいコト（老人だからか？）

たのしかった

市電通りと中唐人町通りがつながっていておもしろかった

学生さん方の研究、向き合い方に感心しました

最高でした！

ネガティブ
(2)

高齢者と若者の理想的な「街並み」のとらえ方の相異

奥のほうにあるのでイベントやってることに気づきにくいかも

その他
(3)

市へのお願いですが歩道を歩きやすくしてほしい

アルコールあってもよかったかも

時代の移り変わりとはいえ、新しい町屋を大切にされている皆様に感謝します！風
の中で大変でしたね

来場者アンケートまとめ
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まちづくり提案パビリオン



ロジのまちづくり 水辺のまちづくり 空き地利活用する
空き地空き家研究会

路地（ロジ）や空き家を活かした
まちづくりビジョン「ロジ・リン
ク・シティ」の紹介と空き家再生
プロジェクト、学生による古町の
調査等を展示。
感想やご意見をヒアリングした。

学部生による坪井川を活かした水
辺広場の提案および水辺デザイン
の実践例を紹介。
感想やご意見をヒアリングした。

中心市街地に広がる低未利用地
（空き地等）の現状分析と利活用
事例を紹介。
ヒアリングのほか、意見を旗に記
載して該当箇所に立ててもらった。

田中智之教授が研究の一環で作成した
桜町・熊本駅間の新たな歩行者中心の
ネットワークの提案

星野裕司教授が担当する授業で「坪
井川に舟運を通し熊本を繋ぐ」を
テーマに演習した成果のまとめ

上記演習において、実際に学部生が
デザインした坪井川周辺の船着き場
の模型

古町・新町地区の低未利用地（駐車場・
空き地）を活用し、新たな歩行空間を形
成した場合の効果を分析した研究

古町・新町地区の低未利用地に色を
つけた大きな地図を作成。地域の方
の意見をヒアリングする。

まちづくり提案パビリオンの実施内容

3年生の大学の授業で課された古町を
調査する課題。様々な角度の視点から
地図を作成し古町の理解を深めた。
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古町の良いところ
残したいところ

気になるところ
改善したいところ

今後してみたいこと
ほしい空間

・立地が良くて暮らしやすい

・市電A・B系統両方に近い

・唐人町通りなどの昔ながらの景観も

ある程度残して欲しい

・やはり駐車場も近くに欲しい

・町の中心部が、駐車場や空き地になって

いるのがもったいない

・昔の情緒や風景が失われている

・まちに緑が少ない

・もう少し緑が増え、憩いの場になると良い

・月極駐車場が多い

・時間貸し駐車場は立地に偏りがあり、

もっと点在して欲しい

・公園が少ない

・最近引っ越してきた方や転勤族の方は

あまり交流の場に馴染んでいない

・通り沿いに建物が並んでおり、活用する

ための引きのある空地が少ない

・地域のみんなが集まれるような場所が

欲しい

・子供達が集まれるような場所がほしい

・お年寄りが集まれるような場所がほしい

・地域住民が管理できるような場所が良い

・空き地にレストランが欲しい

・もっと川をいかしてほしい！

・休む場所が欲しい

・遊び場が欲しい！

・農園やものを作る場所や空間が欲しい

・カフェが欲しい

・川を眺めたい

・広場やオープンガーデンなど緑豊かな

空間がほしい

まちづくり提案パビリオンで聞き取った地域の方の意見
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まとめ
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結果 考察 今後の課題 ・ やり残したこと

まちを考

えるきっ

かけ

・9割以上がまちを考えるきっかけ

を得た

・いつものまちを新しい視点で見ることがで

きることが来場者を引付けたではないか

・今回来場者は考えるきっかけを得たが、地

域の一部の方に限られるではないか

・引き続き各視点の研究成果の共有

・より多くの方に考えるきっかけを与

え、意見をもらう

大事にし

たいキー

ワード

・アンケートでは「古町の良さを残

したい」、「まちを活性化させたい」

など意見があった

・各ブースのヒアリングでは

「立地がいい」「緑・農園が欲しい」

「川辺の活用」など意見があった

・アンケートでは抽象的な意見が多く、具体

的なイメージまではないようだった

・ブース参加者は年配の方が多く、属性の

よって意見の偏りがあるかもしれない

・「古町の良さとは何か」など地域住

民の関心の高い事項について具体

化

・多属性からヒアリングする

社会実験

全般の感

想

・子どもと大学生の交流は盛ん

だった。また、参加者とスタッフ、参

加者同士の交流が生まれた

・地権者及び出店者は次回以降の

イベント参加にも前向き

・出店者からは初めて出店料を徴

収した（売り上げの１％）

・4名の取組参画希望があった

・昨年度より継続実行により大学生との交流

を目的に来場した方もいたではないか

・出店者は今回はお店のPRを目的としてい

たため売り上げが低くても前向きな感想

だったではないか

・出店料設定を低く設定することで出店料を

徴収する仕組みを試行することができた

・さらに交流を増やす

・来場者の確保、PR以外のメリット

の考案

・出店料の適正額の徴収

・参画希望内容等のヒアリング、体制

づくり

まとめ
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